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研究成果の概要（和文）：複数の発振器を相互作用させると各発振器の振動が停止する「振動停止現象」につい
て，安定性解析やパラメータ設計の視点でアプローチし，興味深い知見を得ることができた．さらに，反応拡散
系の制御，結合発振器に生じる同期現象を活用したロボット群のフォーメンション制御，直流給電ネットワーク
の安定化制御についても同様のアプローチで，基盤的で有益な成果を得た．

研究成果の概要（英文）：The viewpoints of stability analysis and design in control theory allowed us
 to obtain the following fundamental and interesting results: a stabilization induced in coupled 
oscillators (i.e., amplitude death); control of reaction diffusion systems; formation control of 
mobile robots on the basis of synchronization in coupled oscillators; a stabilization of DC power 
networks. 

研究分野： 制御工学・非線形科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
多数のサブシステムが相互に影響を与え合う「ネットワークシステム」に生じる多様な非線形時空現象を，シス
テムの制御や設計を体系的に扱う「システム制御工学」の視点からアプローチすることによって，いかに効率よ
く解析・制御・設計するか？という問題の解決に貢献する基礎的な知見を得ることができた．この知見をさらに
深く・広く展開すれば，応用研究へと進展する可能性がある．










